
１　研究目的

　前報（その１、２）に続き、本報（その３）では新潟

県内に位置する製材所を対象にエネルギー消費量調査を

行い、丸太から製材する過程におけるCO
2
排出量を明ら

かにすることを目的とする。

２　研究方法

2.1　調査対象

　調査対象の製材所は、2008 年４月より再稼動してい

る、新潟県内の製材所である。この製材所では、新潟県

産材の杉による、正角材・平角材・羽柄板を生産してい

る。また、邸別による加工ではなく、丸太の寸法に合わ

せて製材生産を行っている。図１に製材所の配置図を、

図２に製材所における製品生産のフローを示す。

2.2　エネルギー消費量調査

　製材所から提供された電気、灯油、軽油等の領収書か

ら、月別のエネルギー消費量を算出する。さらに、調査

結果から、使用エネルギーごとにCO
2
排出量を算出し、月

別のCO
２
排出量を求める。CO

2
排出量の算定については

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、環境省・

経済産業省の定める、「温室効果ガス排出量の算定方法」

により算定を行う。

　表１の式(１)に燃料の使用量におけるCO
2
排出量の算

定式を、式(２)に電気使用量におけるCO
2
排出量の算定

式を示す。表１に燃料の種類別の単位発熱量および排出

係数を示す。電気の使用における排出係数は、平成18年

度の東北電力（株）の排出係数である、0.441(kgCO
2
/kWh)

を用いる。

３　解析結果

3.1　製材生産量

　図３に2008年４月から2009年１月までの製材所にお

ける、月別の製材生産量及び月別の人工乾燥製材量を示

す。この製材所は2008年４月から再稼動しているため、

月ごとの製材生産量は徐々に増加している。月ごとに生

産量のばらつきはあるが、平均して一ヶ月で約170m3 の

製材を生産している。

　人工乾燥製材量は、月ごとのばらつきはあるが、平均

して一ヶ月に生産した製材のうち、約7 5 ％である約

130m3 の製材が乾燥機によって人工乾燥されて出荷され

ている。この製材所では、製材して直ちに出荷している

訳ではなく、自然乾燥や人工乾燥を行ってから出荷して

いる。製材生産量と人工乾燥製材量は異なる変化を示し

ている。

3.2　エネルギー消費量

　図４に2008年４月１日から2009年１月までの製材所

NAKAZAWA Kazuya, AKABAYASHI Shin-ichi, SAKAGUCHI Jun, OMOKAWA Takahiro

Study on the Lumber of Local Production for Local Consumption

Part3 Study on the Monthly of Energy Consumption of Lumber Mill

全体の月別の消費電力量を、図５に月別の燃料消費量を

示す。製材所が稼動してから、生産が安定するまでの６

月までは、生産量と同様に消費電力量は増加している

が、生産量が安定した７月以降はほぼ変化していない。

なお、本製材所の深夜電力は、乾燥庫に設置してある蓄

熱式電気暖房機で使用している。

　図６に2008年４月から2009年１月までの月別の軽油・

灯油の燃料消費量を示す。灯油は主に人工乾燥機のボイ

ラーの燃料として使用しており、軽油は丸太や製材を製

材所内で運搬するフォークリフト等に使用している。図

７に月別のエネルギー消費量を熱量換算したものを示
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図１　対象製材所配置図及び主な加工機械
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際の乾燥場所を示す。

図２　製材生産フロー
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す。図８に月別の灯油使用量を人工乾燥を行った製材量

（m3）で除した、人工乾燥を用いた製材１m3 当たりの灯

油使用量を示す。夏季に比べて、冬季の方が製材１m3当

たりの灯油使用量が増加する傾向がある。これは外気温

や入庫する木材の含水率により、乾燥を行うための燃料

消費量が増減するものと考えられる。

3.3　CO
2
排出量

　図８に消費エネルギー別のCO
2
排出量算出値を示す。

４月から１月までのCO
2
排出量は灯油が占める割合（約

38％）が最も多く、電気（約32％）、軽油（約30％）と

続いている。また、エネルギー消費量と同様に、冬季で

は灯油の消費量が増加するため、CO
2
排出量も増加する

傾向がある。

　生産製材１m3当たりのCO
2
排出量では、製材生産量の

少ない４月と５月で単位量当たりのCO
2
排出量が大きく

変化しているが、生産量が安定してきた６月以降では、

月ごとの変化は小さくなる傾向が見られる。　

４　まとめ

①対象とした製材所では製材品のおよそ75％が人工

　乾燥により乾燥が行われている。

②冬季は製材１m3 当たりの灯油使用量が増加する。

③４月から１月までのCO
2
の総排出量は灯油が占める

　割合が最も大きい。

図７　人工乾燥製材１ m 3 当たりの灯油使用量

図８　総 C O
2
排出量及び製材１ m 3 あたりの C O

2
排出量

図６　熱量換算した月別のエネルギー消費量

表１　単位発熱量と C O
2
排出係数

図３　月別の製材生産量及び人工乾燥量

図４　月別の電力消費量

図５　月別の燃料消費量

　今後はCO
2
排出量割合の大きい、灯油を使用している、

人工乾燥機のエネルギー消費を中心に詳細な解析を行

い、製材所のエネルギー消費実態について明らかにする

予定である。また、製材工程で出来た廃材を用いたバイ

オマス燃料の活用方法やコジェネレーション等について

検討を行う。
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CO2排出量（kgCO2）＝（燃料の種類ごとに）燃料使用量（kℓ）
×単位発熱量（GJ/kℓ）×排出係数（kgC/GJ）×４４/１２ 式（１）

CO2排出量（kgCO2）＝電気使用量（kWh）×単位仕様当たりの排出量（kgCO2/ kWh ）式（２）

燃料の種類 単位発熱量 排出係数
灯油 36.7GJ/kℓ 18.5ｋｇC/GJ
軽油 38.2GJ/kℓ 18.7ｋｇC/GJ


